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要 旨
本研究では，教員養成課程における女子大学生のレジリエンスを高める要因の特徴

を明らかにするために，レジリエンスと教職能力の自己評価，自己成長，理想の教師
像との関連を検討した。その結果，教師になるために必要な能力や自覚，態度，考え
が身についていると感じているほど，レジリエンスが高かった。さらに，目標・理想
とする教師の存在や教師像の明確さ・具体性によりレジリエンスに差異がみられるか
を検討したところ，目標・理想とする教師が存在し，どのような教師になりたいか明
確かつ具体的に考える機会が多いほど，レジリエンスが高かった。レジリエンスを高
める要因として，学生の教職能力やコンピテンスを高める働きかけや理想の教師像を
具体化することの重要性が示唆された。
＜キーワード＞レジリエンス，教員養成課程，教職能力，理想の教師像，女子大学生

Ⅰ．問題と目的

1．教員のメンタルヘルスと研究背景
中央教育審議会（2012）は「教職生活の全

体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方
策について」で，「学び続ける教員像」の確
立を挙げている。教員はグローバル化や情報
通信技術の進展，少子高齢化など社会の急激

な変化に伴い，高度化，複雑化する諸課題へ
の対応が求められており，こうした課題に対
応できる専門的知識・技能の向上を図る必要
がある。
その一方で，教師のメンタルヘルスの問題

として精神疾患による教員の病気休職者数は
平成23年度に約5，300名と依然と高い水準に
あり深刻な状況である。そのための予防的取
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組として，自らを客観視し，安定した気持ち
で仕事ができるようメンタルヘルスの自己管
理に努力することなど教員自身の「セルフケ
ア」の促進が重要であることが指摘されてい
る（文部科学省，2013）。
このように，新たな諸課題に対応すること

ができる教員が求められている中で，教員の
メンタルヘルスの問題は深刻であり，教員養
成段階からの予防的取組やストレス対処を身
につける教育が必要であるといえる。
そこで，本研究では，個人のストレスへの

防衛因子や抵抗力を表す概念である「レジリ
エンス（resilience）」に着目し，教員養成課
程における女子大学生のレジリエンスを高め
る要因を検討する。

2．レジリエンスと研究の位置づけ
レジリエンスとは，「困難な出来事を克服

し，その経験を自己の成長の糧として受け入
れる状態に導く特性（Grotberg，2003）」や，
「ストレッサ―を経験しても心理的な健康状
態を維持する，あるいは不適応状態を一時的
なものとして乗り越え，健康状態へと回復し
ていく力や過程（齋藤・岡安，2011）」と捉え
られている。
また，キャリア形成に特化したレジリエン

スの研究（児玉，2015；児玉，2016）では，キャ
リアレジリエンスを「キャリア形成を脅かす
リスクに直面したとき，それに対処してキャ
リア形成を促す働きをする心理的特性」と定
義し，それらの構成概念を明らかにしている。
仕事を進めていく上で困難な状況に出会った
場合でも，仕事を投げ出すことなく適応的に
課題をやり遂げようとする点で，レジリエン
スの向上は「学び続ける教員像」に必要な心
理的特性の一つであるといえる。
教師のレジリエンスを扱った研究は，小学

校の教員を対象として授業の設計・実施・評

価に係るレジリエンスを授業レジリエンスと
して捉えて構造化を試みた研究（木原，2011）
や，教師レジリエンスの構造を検討した研究
（紺野・丹藤，2006）が報告されている。
このような教師を対象としたレジリエンス

には，他の職業と異なる次の特徴が挙げられ
る。教師レジリエンスを，Day.C. & Gu.Q

（2014）は，「極端な逆境から復活する力だ
けではなく，日常的にレジリエンスを発揮す
る資質であることを主張したい」としている。
また，多くの教師が日常の生活や仕事を特徴
づけているルーチン的なプレッシャーや避け
ることができない不確かさ（このため日常的
レジリエンスが必要）に加えて，その専門的
な生活の局面で固有に接する挑戦的な事項に
遭遇することが，教師レジリエンスの特徴の
一つであることを指摘しており，小柳（2015）
もその日常性（日常的レジリエンス）に着目
することの重要性を指摘している。
これらのことを，教員養成段階の学生にあ

てはめると，学業や友人関係といった学生生
活のルーチン以外に，特に教育実習やアク
ティブ・ラーニングといった教育実習以前に
取り入れている児童・生徒を対象とした体験
的活動の中では，それぞれの局面で様々な事
態に対応することになる。学生は，講義や演
習で学んできたことを生かそうにも新たな事
態や予測ができない事態に直面することにな
り，授業実践や児童・生徒への対応など日々
対処していく必要がでてくるといえる。その
ため，教員養成段階からこのレジリエンスに
着目し，高めることによって，教員となって
からの資質能力の向上に影響を与えるものと
考えられる。

3．教員養成段階のレジリエンス
教員養成段階のレジリエンスを検討した研

究もいくつか報告されている。教職志望度と
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教職を履修する大学生について，杉崎（2009）
は，教職志望度と教職適性認知度の相違に着
目し，レジリエンスとの関連について検討を
行っている。教職を選択肢の一つとしている
学生は，免許取得や授業履修のみを考えてい
る学生に比べて，精神的回復力が高い結果が
得られている。
また，教育実習を適応的に送る要因につい

てレジリエンスと自己効力感に注目した研究
（今林・川畑・有馬，2007）では，レジリエ
ンスが高い者は，低い者に比べて教育実習中
の精神的健康状態が良いことが示唆されてい
る。
このように，本邦において教員養成段階の

レジリエンスを扱った研究は，徐々に取り組
まれているものの，明らかになっていない部
分も多い。本研究では，教員養成段階の学生
のレジリエンスに着目し，困難な状況を適応
的に自己の成長に結びつけているかを明らか
にするため，まず，学生が教職に関する能力
をどの程度身についたと評価しているかとい
うこととレジリエンスの関連を明らかにする
こととした。

4．レジリエンスと理想像の関連
教員のストレスを軽減する要因として，文

部科学省（2013）によると，教職員としての
理想像を有していることを挙げている。教員
としての理想像が明確にある教員ほどストレ
ス得点が低い傾向にあり，理想の強さは厳し
い仕事によるストレスから身を守る面がある
ことが分かっている。
また，佐々木（2013）は，教員や教員養成

課程におけるレジリエンス研究について文献
的検討を行い課題を明らかにする中で，教師
モデルや理想像の明確化がレジリエンス育成
のアプローチとして重要な視点であることを
指摘している。このことから，レジリエンス

を高める要因として教師の理想像に注目し
た。

5．本研究の目的
そこで，本研究では，教員養成課程におけ

る女子大学生のレジリエンスを高める要因を
明らかにするために，次の2点を研究の目的
とした。

1つめに，学生のレジリエンスと教職能力
の自己評価，および学び成長し続ける姿勢（自
己成長）との関連を検討する。

2つめに，目標・理想とする教師の存在や
教師像の明確さ・具体性によりレジリエンス
に差異がみられるかを検討する。

Ⅱ．方法

調査対象者 教職課程を受講する1年生～4

年生の女子大学生165名（平均年齢M＝19．
30，SD＝1．84）。
調査時期 2016年7月～8月に実施した。
調査手続き A私立大学の授業の終了後，も
しくは，授業外の時間に実施されている教員
採用試験対策講座の参加学生に個別記入式質
問紙を配布し，記入終了後に教室内の回収
ボックスに投函する形式で実施した。回答の
際には，フェイスシートに，目的が集団の傾
向を把握するものであること，無記名式の調
査であること，調査への回答は自由意志によ
るものであること，調査への回答をもって研
究の協力に承諾をしたとみなすことを記載し
た。
調査内容
①デモグラフィック変数；所属学部，性別，

年齢，学年，現在考えている進路（1．教職
2．教職以外の職種 3．まだ決めていない），
将来つきたいと考えている職種・校種（1．
中・高等学校教諭 2．小学校教諭 3．幼稚園
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教諭 4．保育士 5．栄養教諭 6．一般企業
7．未定 8．その他）を尋ねた。
②レジリエンス；学生のレジリエンスを測

定するために，大学生用レジリエンス尺度
（RS-S）（齋藤・岡安）を用いた。この尺度
は，より広汎な事象に対する心理的健康の維
持と一時的不適応からの回復の二つの機能を
強調しており，「ストレッサ―を経験しても
心理的な健康状態を維持する，あるいは陥っ
た不適応状態を一時的なものとして乗り越
え，健康状態へと回復していく力や過程」と
捉えている。情緒的サポートや周囲の資源で
ある「ソーシャルサポート」，事象に対する
肯定的あるいは楽観的な側面を重視する「肯
定的評価」，自己の能力に対する肯定的な評
価である「コンピテンス」，様々な面におい
て影響を与える他者である「重要な他者」，
他者や状況に肯定的に接することができる
「親和性」の5因子からなる。25項目，4件法
で回答を求めた。
③教職能力；学生の教職能力の習得度を自

己評価する指標として，秋光（2011）の教育
実習における学習内容尺度の「教職意欲の向
上」因子を参考に作成し，8項目で尋ねた。
項目例として，「子どもを教育することへの
使命感が身についている」「授業を振り返り，
自らの課題を発見することができる」「子ど
もたちに合わせて交流の仕方を工夫すること
ができる」であり，「1．あてはまらない，2．あ
まりあてはまらない，3．どちらでもない，4．ま
ああてはまる，5．あてはまる」の5件法で回
答を求めた。
④理想の教師の存在；理想の教師像と教師

像の明確さについて尋ねるために，「目標と
なる教師がいる」「理想とする教師がいる」
という教示に対し，「1．いる 2．どちらかと
いうといる 3．どちらかというといない 4．
いない」の4件法で回答を求めた。

⑤教師像の明確さ；教師像の明確さや具体
性を尋ねる項目として，「どのような教師に
なりたいか明確である」という教示に対し，
「1．はっきりしている，2．ややはっきりして
いる，3．あまりはっきりしていない，4．はっき
りしていない」の4件法で回答を求めた。ま
た，「どのような教師になりたいか，具体的
に考えることがある」という教示に対し，「1．
しばしば考えている 2．やや考えている 3．
あまり考えていない 4．考えていない」の4

件法で回答を求めた。
⑥自己成長；学び成長し続ける姿勢を測定

する指標として，心理的 well-being尺度（西
田，2000）のうち「人格的成長」因子（8項
目，6件法）を使用した。心理的 well-beingの
「人格的成長（Personal growth）」は Ryff（1989）
の心理的 well-being概念および心理的 well-

being尺度（Ryff&Keys，1995）に基づいて作
成されており，“発達と可能性の連続上にい
て，新しい経験に向けて開かれている感覚”
を測定している。項目例として，「これから
も，私はいろいろな面で成長し続けたいと思
う」「新しいことに挑戦して，新たな自分を
発見するのは楽しい」などが挙げられる。
分析方法 分析には，SPSS 23を使用した。

Ⅲ．結果と考察

1．分析対象と記述統計，信頼性の検討
調査回答者165名のうち，165名すべてを対

象とし，以降の分析を行った。回答者の学年
は，1年生61名，2年生48名，3年生40名，4年
生15名，未記入1名であった。
また，回答者の現在考えている進路は，教

職120名，教職以外の職種9名，まだ決めて
いない28名，未記入8名であった。将来つき
たいと考えている職種は，中・高等学校教諭
32名，小学校教諭47名，幼稚園教諭18名，
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保育士33名，栄養教諭11名，未定19名，そ
の他3名，未記入2名であった。
レジリエンス尺度と教職能力各項目の記述

統計を Table 1に示す。
大学生用レジリエンス尺度の α係数を算

出したところ，ソーシャルサポートが．86，コ
ンピテンスが．67，肯定的評価が．72，重要な他
者が．85，親和性が．76であり，概ね十分な値
を示した。そこで，項目得点を合計して“レ
ジリエンス合計”得点とした。
教職能力の8項目に関して α係数を算出し

たところ．89であり，十分な値を示した。そ
こで，8項目を合計して“教職能力”得点と
した。
成長し続ける姿勢を測定する指標とした，

心理的 well-being尺度の「人格的成長」8項
目の α係数を算出したところ．84であり，十
分な値を示した。

2．レジリエンスと教職能力，自己成長との
関連

レジリエンスと教職能力，理想の教師像，

自己成長の関連を検討するために，レジリエ
ンスの合計得点および下位尺度得点と，各尺
度の相関係数を算出した（Table 2）。
レジリエンスと教職能力の関連
レジリエンスと教職能力との間に有意な正

の相関がみられた（r=．46，p<．01）。また，
レジリエンスの下位尺度と教職能力の関連を
みると，コンピテンス（r=．47，p<．01），重
要な他者（r=．42，p<．01），親和性（r=．41，p
<．01）と中程度の相関がみられ，肯定的評
価（r=．19，p<．05）とは，ほどんど相関がみ
られなかった。
つまり，学生自身が教職能力を身につけて

いると感じているほど，レジリエンスが高い
結果となった。教職課程を履修する学生は，
大学生活の多くの時間を，教職に関わる講義
や演習を受講し，さらには学校体験活動や教
育実習に励んでいる。そのため，教職能力に
関して自己評価が高いことは，他者から認め
られる機会や自分の能力を発揮することがで
きる機会が多く，学生の自信を高めることに
つながったものと考えられる。

M （SD）

レジリエンス合計 76．87 （11．19）

1 ソーシャルサポート 18．93 （3．83）
2 コンピテンス 17．57 （3．14）
3 肯定的評価 13．56 （2．87）
4 重要な他者 14．27 （2．23）
5 親和性 12．60 （2．48）

教職能力 29．71 （5．68）

1 教師になるために必要な向上心や探究心を持っている 3．83 （0．92）
2 教師を目指す自覚が身についている 3．64 （1．04）
3 子どもを教育することへの使命感が身についている 3．64 （1．00）
4 授業を振り返り，自らの課題を発見することができる 3．51 （0．94）
5 任された仕事を成し遂げる責任感が身についている 4．08 （0．85）
6 教育について自分の考えを持っている 3．67 （0．96）
7 子どもたちに合わせて交流の仕方を工夫することができる 3．62 （0．94）
8 教師を目指す学生としてふさわしい態度でふるまうことができる 3．69 （0．90）

Table1 レジリエンス尺度および教職能力各項目の記述統計（N＝１６５）
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さらに，レジリエンス下位尺度である自己
の能力に対する肯定的な評価を測定する「コ
ンピテンス」と教職能力に関連がみられた理
由は，次のように考えられる。今回測定した
のは，教職能力といった自己の一側面の評価
ではあるが，教員養成課程に在籍する学生に
とっては，他学部学生に比べ直接自己評価に
大きく影響を与えると考えられ，自分の目標
を達成する力があると思ったり，努力すれば
どんなことでも自分の力でできると思うと
いったコンピテンスの向上に寄与していると
考えられる。
一方，物事の明るい面を見ようとしたり，

楽観的に考えようとする「肯定的評価」と教
職能力との関連は，ほぼ認められなかった。
今回，このように関連がみられなかったのは，
困難な出来事やストレッサ―に対して，物事
の見方を肯定的に変えるだけでは状況は変化
しないことから，場面に応じて現実的な見方
や多様な見方ができることが重要であること
が挙げられる。ポジティブな面だけでなく，
ネガティブな面を直視し課題解決をすること
ができるからこそ，高いレジリエンスや教職
に関する自覚や使命感，責任感につながるこ
とが示唆された。

レジリエンスと自己成長の関連
次に，レジリエンス合計得点と人格的成長

との間に有意な正の相関がみられた（r=．58，
p<．01）。つまり，レジリエンスが高いほど，
様々な面で成長し続けたいという思いをも
ち，新たなことに挑戦することに対して開か
れた感覚を持つ傾向があるといえる。
この結果は，レジリエンスを日常的に発揮

することと，新たな諸課題に対応することが
できる「学び続ける教員像」に必要な成長し
続ける姿勢に関連が認められ，教員養成段階
においてレジリエンスを高めることの重要性
が示された。

3．レジリエンスと理想の教師像の関連
レジリエンスと理想の教師像の関連
レジリエンス合計得点と理想像の有無（r

=−．30，p<．01），理想像の明確さ（r=−．37，p<．
01）との間に有意な負の相関がみられた。さ
らに，レジリエンスの下位尺度得点との関連
をみてみると，ソーシャルサポートや重要な
他者と理想像の有無には，有意な相関がみら
れなかった（r=−．14，n.s.; r=．−11，n.s．）。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

１．レジリエンス合計 ―
２．ソーシャルサポート .81** ―
３．コンピテンス .81** .53** ―
４．肯定的評価 .69** .34** .50** ―
５．重要な他者 .70** .55** .47** .29** ―
６．親和性 .81** .56** .57** .55** .51** ―

７．教職能力 .46** .30** .47** .19* .42** .41** ―

８．理想の教師の存在 −.30** −.14 −.25** −.11 −.49** −.25** −.34** ―
９．理想像の明確さ −.37** −.28** −.34** −.18* −.40** −.26** −.52** .44** ―

１０．人格的成長 .58** .42** .54** .32** .51** .47** .40** −.25** −.30** ―

Table2 レジリエンスと教職能力，理想の教師像，人格的成長の相関係数

**p＜．01，*p＜．05



教員養成課程における女子大学生のレジリエンスと教職能力，理想の教師像との関連
（佐々木恵理）

7― ―

教師の理想像の存在，明確さによるレジリエ
ンスの差異
次に，目標となる教師や理想とする教師が

いるかどうかによってレジリエンスに差異が
みられるかを明らかにするために，理想の教
師の存在を尋ねる項目を独立変数，レジリエ
ンス合計得点を従属変数として，1要因3水準
の分散分析を行った。主効果が有意であった
ものについて，Turkey法による多重比較検
定を行った（Table 3）。教師像の明確さや具
体性を尋ねる項目に関しても同様に分析を
行った（Table 3）。
その結果，目標となる教師や理想とする教

師が「いる」と回答した群は，「どちらかと
いうといる」「どちらかというといない」「い
ない」と回答した群に比べてレジリエンス合
計得点が有意に高かった。
教師像の明確さを尋ねる項目において，ど

のような教師になりたいか「はっきりしてい
る」と回答した群は，「ややはっきりしてい
る」「あまりはっきりしていない」「はっきり
していない」と回答した群に比べてレジリエ
ンス得点が有意に高かった。
加えて，教師像の具体性を尋ねる項目にお

いて，どのような教師になりたいか具体的に

「しばしば考えている」と回答した群は，「や
や考えている」「あまり考えていない」「考え
ていない」と回答した群に比べてレジリエン
ス得点が有意に高かった。
以上のことから，目標となる教師や，理想

とする教師がいる学生や教師像が明確で具体
的に考える機会が多い学生のほうが，レジリ
エンスが高い傾向が認められた。文部科学省
（2013）が行った現職教員を対象とした調査
結果からも，教員としての理想像が明確にあ
る教員ほど，ストレス得点が低い傾向が報告
されている。今回の結果は，教員養成課程の
学生においても，同様の結果が得られたと考
えられる。
さらに，理想像が明確になることが，なぜ

ストレスを低減し，適応に導くかという点に
関し，次の理由が考えられる。大江・塚原・
永山・西村（2014）が新卒看護師の職業継続
意思を獲得するプロセスを明らかにする中
で，“理想の看護師像”が職場適応へ果たす
役割を示している。これらを参考に“理想の
教師像”としてあてはめて考えてみると，教
育に関して学修を進める中で，＜自分にでき
る教師の役割の模索＞をしながら，経験を蓄
積し，先輩やこれまで出会った恩師，周囲の

1 2 3

N M （SD） N M （SD） N M （SD） F 値 p

1 目標となる教師の存在 94 79．48 （11．05） 45 73．96 （9．46） 23 71．96 （12．47） 6．72* 1＞2，3
2 理想とする教師の存在 98 79．55 （10．84） 44 73．95 （9．50） 19 70．37 （13．03） 8．14*** 1＞2，3
3 教師像の明確さ 47 82．57 （9．96） 83 75．79 （10．10） 32 71．34 （12．38） 11．70*** 1＞2，3
4 教師像の具体性 61 81．25 （9．73） 74 74．91 （11．23） 27 72．44 （11．47） 8．61*** 1＞2，3

Table3 教師の理想像の各群におけるレジリエンス得点の分散分析結果

***p＜．001，**p＜．01，*p＜．05

df＝2／159

注）群わけは以下のとおりである。
目標となる教師の存在，理想とする教師の存在 1：「いる」2：「どちらかというといる」3：「どちらかというと
いない」「いない」
教師像の明確さ 1．「はっきりしている」2．「ややはっきりしている」3．「あまりはっきりしていない」「はっきりして
いない」
教師像の具体性 1．「しばしば考えている」2．「やや考えている」3．「あまり考えていない」「考えていない」
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教員の姿から＜理想の教師像の明確化＞を進
め，その結果，具体的に理想の教師像に近づ
くために知識や技術獲得の意欲を抱いて行動
するため，適応に影響を与えると考えられた。

Ⅳ．総合的考察

本研究の目的は，教職課程を履修する女子
大学生のレジリエンスを高める要因を教職能
力，理想の教師像との関連から明らかにする
ことであった。
まず，教職能力の自己評価と関連を検討し

たところ，教師になるために必要な能力や自
覚，態度，考えが身についていると感じてい
るほど，レジリエンスが高い傾向があること
が明らかになった。また，レジリエンスが高
いほど，様々な面で成長し続けたいという思
いをもち，新たなことに挑戦することに対し
て開かれた感覚を持つ傾向があることが明ら
かになった。
さらに，目標・理想とする教師の存在や教

師像の明確さ・具体性によりレジリエンスに
差異がみられるかを検討したところ，目標・
理想とする教師が存在し，どのような教師に
なりたいか明確であり，具体的に考える機会
が多いほど，レジリエンスが高かった。
これらの結果から，レジリエンスを高める

要因として，学生の教職能力やコンピテンス
を高める働きかけや理想の教師像を具体化す
ることの重要性が示唆された。

1．教育実践への示唆
本研究の結果から，教員養成課程における

学生のレジリエンスを高めるために，教育実
践への示唆を2点述べる。

1点目は，教職科目や実習等においてコン
ピテンスを高める働きかけが望まれる。特に
教員養成課程の学生にとっては，教職分野で

のコンピテンスを高めることは，教職に関す
る能力を最大限伸ばし，自己実現に近づくと
考えられる。そのため，様々な面で成長し続
け，新たな経験を楽しみながら挑戦すること
につながることが期待できる。

2点目は，理想の教師像を具体化するため
に，様々な人と積極的に交流を持ち大学生活
を送ることや，学校体験活動や現場での授業
見学，教育実習などで多様な考えをもつ教師
との出会いを個人が大切にするように働きか
けることが挙げられる。加えて，初年次の教
職科目から，講義や演習内容と結びつけ，ど
のような教師になりたいのかより具体的に考
え，その姿に近づくための具体的な手段や行
動を計画するキャリア教育も有効であると推
察された。

2．本研究の限界と今後の展望
本研究の限界は，2点挙げることができる。
1点目は，今回測定した教職能力に関して

自己評定を用いたため，実際に学生がどの程
度それらの能力が備わっているかについて，
自己評定から十分捉えることには限界があ
る。そのため，教員の他者評価や本人のポー
トフォリオ等での評価を用いるなど教職能力
を捉える方法を検討していく必要がある。
また，2点目に，理想像の明確さや具体性

から検討を行ったが，どのような理想像や教
師を目指しているか，実際に教師像を具体的
に描くことができているのかという点につい
ては，検討ができなかった。教師それぞれが
理想とし重視している側面への自信低下が
バーンアウトを引き起こす要因になることが
示唆されており（伊藤，2000），どのような理
想像を描いているかということと，実際の教
職能力のズレから，レジリエンスの差異を検
討することも今後の課題である。
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